
様式第１号

１　事業所の概要

〇

２　温室効果ガスの削減目標等

2022 年度 t-CO2

t-CO2

％ 3.67 ％

％ ％

３　温室効果ガスの排出抑制に関する取組

％ 100

外気冷房

窓の断熱性向上

再生可能エネルギーの導入

その他地球温暖化を防止
する対策の実施

エコ・ファースト制度(環境の分野で「先進的、独
自的かつ業界をリードするような事業活動」を
行っている企業であることを環境大臣認定する
もの。)の認定

エコにこゴールドマイスター認定（仙台市環境
配慮事業者認定委員会）

青下の杜プロジェクトによる森林保全、社会貢
献地域清掃活動

市が実施する環境関連事
業への参画

市が実施する環境関連事
業への参画

事業者温室効果ガス削減計画書概要（第二計画期間）

廃棄物処理業

3.66

0.0117基準原単位

0.01127

事 業 所 の 所 在 地

事 業 者 の 名 称

事 業 所 の 名 称

株式会社宮城衛生環境公社

事業者の該当要件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者

株式会社宮城衛生環境公社

宮城県仙台市青葉区熊ヶ根字野川26番地の6

基準排出量

SBTやRE100等の国際的
な気候変動イニシアティブ
など脱炭素経営への取組

実施済

実施済

項目

％

項目

エネルギー使用量の見える化（前年度比較）

実施年度

実施済

第3年度

基準年度実施率 100 目標年度実施率

主 た る 事 業

21.8

仙台市温室効果ガス削減アクションプログラム
参加

温 室 効 果 ガ ス の
排 出 状 況
及 び 削 減 目 標

・
非 化 石 エ ネ ル ギ ー

の
使 用 割 合 目 標 目標設定の

考え方

基準年度

削減率

具体的な取組内容

ＳＢＴ認定

基本対策の実施計
画

選 択 対 策 の
実 施 計 画

条例第15条第1項に該当する一般事業者

実施年度

実施済

条例第2条第5号ロに該当する特定事業者

条例第2条第5号ハに該当する特定事業者

2019年に再エネ100宣言RE Actionの宣言を行い、2050年までに再生可
能エネルギー100％を目指します。すでに再エネ100％を実現している年も
ありますが、継続して温室効果ガスの排出削減に向けて積極的に取り組ん
でまいります。電力については自家消費型太陽光発電とCO2フリーメ
ニューを活用しているため電力での排出削減は望めないと考え、窓ガラス
等の断熱向上を目指し灯油等の排出削減を目標とします。

その他非化石
エネルギー等

目標年度 2025 年度

非化石電気

目標原単位

削減率

21.0目標排出量

そ の 他 の 対 策 の
実 施 計 画

その他地球温暖化を防止
する対策の実施

宮城地区まつり（Ｒ４．１０．23開催）において当
社再エネから充電したポータブル蓄電池の貸し
出し

実施済

森林の保全・緑化の推進 広瀬川1万人プロジェクトによる流域清掃活動 実施済

市が実施する環境関連事
業への参画

実施済

第2年度

実施済

実施済

（一般事業所等用）


